
10

20

JP 7487487 B2 2024.5.21

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7487487号

(P7487487)
(24)登録日　令和6年5月13日(2024.5.13)(45)発行日　令和6年5月21日(2024.5.21)

(54)【発明の名称】　指針および時計

(51)国際特許分類
　   Ｇ０４Ｂ 19/04 (2006.01)
　   Ｇ０１Ｄ 13/22 (2006.01)
　   Ｇ０１Ｄ 11/08 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ０４Ｂ 19/04 　　　Ｄ 　　　
　Ｇ０１Ｄ 13/22 １０１ 　　　
　Ｇ０１Ｄ 11/08 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2020-28215(P2020-28215)
(22)出願日　 令和2年2月21日(2020.2.21)
(65)公開番号　 特開2021-131363(P2021-131363 

A)
(43)公開日　 令和3年9月9日(2021.9.9)

審査請求日　 令和5年2月9日(2023.2.9)
　特許法第３０条第２項適用  １．  平成３１年２月２７ 
日～平成３１年２月２８日、  「２０１９  Ｓｐｒｉｎｇ  
＆  Ｓｕｍｍｅｒ  ＣＡＳＩＯ時計新製品展示会」におい 
て公開  ２．  平成３１年２月２８日、出願人「カシオ計 
算機株式会社」のホームページに掲載  掲載アドレス  ｈ 
ｔｔｐｓ：／／ｇ－ｓｈｏｃｋ．ｊｐ／ｐｒｏｄｕｃｔ 
ｓ／ｂａｓｉｃ／ｇａ－２０００／  ｈｔｔｐｓ：／／ｗ 
ｏｒｌｄ．ｇ－ｓｈｏｃｋ．ｃｏｍ／ａｓｉａ－ｍｅａ 
／ｅｎ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｎｅｗ／？ｒｅｌｅａｓｅ 

最終頁に続く

(73)特許権者　 000001443
カシオ計算機株式会社
東京都渋谷区本町１丁目６番２号

(74)代理人　 100096699
弁理士　鹿嶋  英實

(74)代理人　 100171882
弁理士　北庄  麗絵子

(72)発明者　 斉藤  雄太
東京都羽村市栄町３丁目２番１号  カシ 
オ計算機株式会社  羽村技術センター内

(72)発明者　 有田  幸喜
東京都羽村市栄町３丁目２番１号  カシ 
オ計算機株式会社  羽村技術センター内

(72)発明者　 辻  彩子
東京都羽村市栄町３丁目２番１号  カシ 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 目 盛 を 指 す 長 手 部 と 、
　 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、
　 前 記 取 付 部 に 対 し て 前 記 長 手 部 と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 と 、
　 前 記 短 手 部 の 視 認 さ れ る 面 と 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 短 手 部 の 外 周 縁 か ら 所 定  
間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 錘 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 錘 部 は 、 面 取 り 加 工 が さ れ た 、 前 記 反 対 側 の 面 か ら 突 出 し た 部 分 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ２ 】
　 目 盛 を 指 す 長 手 部 と 、
　 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、
　 前 記 取 付 部 に 対 し て 前 記 長 手 部 と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 と 、
　 前 記 短 手 部 の 視 認 さ れ る 面 と 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 短 手 部 の 外 周 縁 か ら 所 定  
間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 錘 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 錘 部 に お け る 前 記 取 付 部 と 反 対 側 の 端 部 の 厚 み が 、 前 記 取 付 部 側 の 端 部 の 厚 み よ り  
も 薄 く 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。

請求項の数　10　（全21頁）
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【 請 求 項 ３ 】
　 目 盛 を 指 す 長 手 部 と 、
　 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、
　 前 記 取 付 部 に 対 し て 前 記 長 手 部 と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 と 、
　 前 記 短 手 部 の 視 認 さ れ る 面 と 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 短 手 部 の 外 周 縁 か ら 所 定  
間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 錘 部 と 、 を 備 え る 指 針 に お い て 、
　 第 １ の 指 針 が 第 ２ の 指 針 の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重 な る 場 合 で 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 錘 部  
の 厚 み 方 向 の 長 さ を Ｙ 軸 に 示 し 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 前 記 短  
手 部 の 延 伸 方 向 に お け る 前 記 錘 部 の 長 さ を Ｘ 軸 に 示 し 、 前 記 第 １ の 指 針 と 前 記 第 ２ の 指 針  
と の 上 下 方 向 の 間 隔 を Ｋ と し 、 前 記 第 ２ の 指 針 の 前 記 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 前 記 短 手  
部 の 長 さ を Ｌ と し た 場 合 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 錘 部 は 、 そ の 厚 み と 長 さ と が
Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ
の 式 と 前 記 Ｙ 軸 と 前 記 Ｘ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 指 針 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 短 手 部 に 設 け ら れ た 前 記 錘 部 と 前 記 第 ２ の 指 針 の 上 面 と の 間 に お  
け る 実 際 の 隙 間 を Ｓ １ と し 、 理 論 上 の 最 小 限 の 隙 間 を Ｓ ２ と し 、 前 記 第 １ の 指 針 と 前 記 第  
２ の 指 針 と の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 を 含 む 公 差 を Ｒ と し た 場 合 、 前 記 実 際 の 隙 間 Ｓ １ は 、
　 　 　 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ
の 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 指 針 に お い て 、
前 記 錘 部 は 、 略 直 方 体 形 状 で あ っ て 、 当 該 略 直 方 体 形 状 の 辺 又 は 頂 点 に 前 記 面 取 り 部 を 有  
し て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ５ に 記 載 の 指 針 に お い て 、
　 前 記 面 取 り 部 は 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 指 針 に お い て 、
　 前 記 短 手 部 に は 前 記 指 針 の 錘 部 が 取 り 付 け ら れ る 面 よ り も 凹 ん だ 装 着 部 が 設 け ら れ て お  
り 、 当 該 装 着 部 に 前 記 錘 部 が 取 り 付 け ら れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 指 針 に お い て 、
　 前 記 錘 部 の 比 重 は 前 記 短 手 部 お よ び 前 記 長 手 部 の 比 重 よ り も 大 き い 、
　 こ と を 特 徴 と す る 指 針 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 指 針 を 備 え て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 時 計 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 時 計 に お い て 、
　 前 記 指 針 の 上 方 に 配 置 さ れ て 前 記 指 針 が 視 認 可 能 な カ バ ー ガ ラ ス と 、
　 前 記 指 針 を 運 針 可 能 に 収 容 し て 前 記 カ バ ー ガ ラ ス が 取 り 付 け ら れ る ケ ー ス と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ケ ー ス は 、 斜 め 側 面 視 に お い て 前 記 錘 部 が 視 認 し 難 い 高 さ に 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 時 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 腕 時 計 や メ ー タ な ど の 計 測 機 器 に 用 い ら れ る 指 針 お よ び そ れ を 備 え た 時 計  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 腕 時 計 の 指 針 に お い て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 時 刻 の 目 盛 を  
指 す 長 手 部 と 、 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、 こ の 取 付 部 に 対 し て 長 手 部 と 反 対 側 に  
延 び る 短 手 部 と 、 を 備 え 、 こ の 短 手 部 に 錘 部 を 設 け て 短 手 部 の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス  
を 軽 減 す る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 願 ２ ０ ０ ０ － ５ ５ ８ ４ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 腕 時 計 の 指 針 で は 、 錘 部 を 短 手 部 の 裏 面 に 設 け る こ と に よ り 、 腕 時 計 の 上 方  
か ら 錘 部 が 見 え な い よ う し て い る が 、 腕 時 計 を 側 面 側 か ら 見 た 際 に 、 錘 部 の 周 縁 部 が 見 え  
て し ま う た め 、 外 観 的 に 好 ま し く な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 錘 部 を 備 え て い て も 、 外 観 性 を 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 指 針 お よ び そ れ を 備 え た 時 計 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 目 盛 を 指 す 長 手 部 と 、 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、 前 記 取 付 部 に 対  
し て 前 記 長 手 部 と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 と 、 前 記 短 手 部 の 視 認 さ れ る 面 と 反 対 側 の 面 に 配  
置 さ れ 、 且 つ 前 記 短 手 部 の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 錘 部 と 、 を 備 え 、 前 記  
錘 部 は 、 面 取 り 加 工 が さ れ た 、 前 記 反 対 側 の 面 か ら 突 出 し た 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す  
る 指 針 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 錘 部 を 備 え て い て も 、 外 観 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 腕 時 計 に 適 用 し た 一 実 施 形 態 を 示 し た 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た 腕 時 計 の Ａ － Ａ 矢 視 に お け る 要 部 を 示 し た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 さ れ た 指 針 を 示 し 、 （ ａ ） は 時 針 の 拡 大 裏 面 図 、 （ ｂ ） は 分 針 の 拡 大 裏  
面 図 、 （ ｃ ） は 秒 針 の 拡 大 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 さ れ た 指 針 と 指 針 軸 と を 示 し た 要 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ た 時 針 の 短 手 部 の 長 さ に 対 す る 分 針 の 第 ２ 錘 部 の 厚 み の 関 係 を 示 し  
た 原 理 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ に 示 さ れ た 分 針 の 第 ２ 錘 部 の 変 形 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 第 ２ 錘 部 の 厚 み に 関 す  
る 第 １ 変 形 例 を 示 し た 要 部 の 拡 大 断 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ 錘 部 に お け る 端 部 の 形 状 に 関 す る  
第 ２ 変 形 例 を 示 し た 要 部 の 拡 大 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ （ ｂ ） に 示 さ れ た 分 針 の 第 ２ 錘 部 に お け る 周 縁 の 形 状 に 関 す る 第 ３ 変 形 例 を  
示 し た 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ３ （ ｂ ） に 示 さ れ た 分 針 の 端 部 に 第 ２ 錘 部 を 取 り 付 け る 変 形 例 を 示 し 、 （ ａ ）  
は そ の 第 ４ 変 形 例 を 示 し た 要 部 の 拡 大 断 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 第 ５ 変 形 例 を 示 し た 要 部 の 拡  
大 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 腕 時 計 に 適 用 し た 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す  
る 。
　 こ の 腕 時 計 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 腕 時 計 ケ ー ス １ を 備 え て い る 。 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １  
の １ ２ 時 側 と ６ 時 側 と に は 、 時 計 バ ン ド （ 図 示 せ ず ） が 取 り 付 け ら れ る バ ン ド 取 付 部 ２ が  
そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １ の ３ 時 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 竜 頭 な ど の ス イ ッ チ 装 置  
３ が 設 け ら れ て お り 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の ２ 時 側 、 ４ 時 側 、 ８ 時 側 、 １ ０ 時 側 に は 、 押 釦 ス  
イ ッ チ ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 腕 時 計 ケ ー ス １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、  
本 体 ケ ー ス １ ａ と 外 装 ケ ー ス １ ｂ と を 備 え 、 本 体 ケ ー ス １ ａ の 上 部 お よ び 外 周 に こ れ ら を  
覆 っ て 外 装 ケ ー ス １ ｂ が 設 け ら れ た 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 部 開 口 部 、 つ ま り 本 体 ケ ー ス １ ａ の 上 部 開 口 部 に は 、 図  
１ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ バ ー ガ ラ ス で あ る 時 計 ガ ラ ス ５ が パ ッ キ ン ５ ａ を 介 し て 取  
り 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 時 計 ガ ラ ス ５ の 外 周 部 は 、 本 体 ケ ー ス １ ａ の 上 部 に 設 け ら  
れ た 外 装 ケ ー ス １ ｂ の 内 周 部 に よ っ て 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １ の 内 部 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 時 計 モ ジ ュ ー ル ６ が 収 容 さ れ て い  
る 。 こ の 時 計 モ ジ ュ ー ル ６ は 、 図 示 し な い が 、 時 刻 を 指 示 表 示 す る た め の 後 述 す る 時 計 ム  
ー ブ メ ン ト 、 時 刻 や 日 付 な ど の 情 報 を 電 気 光 学 的 に 表 示 す る す る 表 示 部 、 こ れ ら を 電 気 的  
に 駆 動 し て 制 御 す る 回 路 基 板 な ど 、 時 計 機 能 に 必 要 な 各 種 の 部 品 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 時 計 ム ー ブ メ ン ト は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 側 に 文 字 板 ７ が 配 置 さ れ 、 こ の  
文 字 板 ７ の 貫 通 孔 ７ ａ を 通 し て 指 針 軸 ８ が 文 字 板 ７ の 上 方 に 突 出 し 、 こ の 突 出 し た 指 針 軸  
８ の 上 端 部 に 指 針 ９ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 指 針 ９ が 文 字 板 ７ の 上 方 を 運 針 し て 、 文 字 板 ７  
の 外 周 側 の 上 部 に 設 け ら れ た 見 切 り 部 材 ７ ｂ の 時 刻 目 盛 で あ る 時 字 （ 図 示 せ ず ） を 指 示 す  
る こ と に よ り 、 時 刻 を 指 示 表 示 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 指 針 軸 ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 筒 車 で あ る 時 針 軸 ８ ａ と 、 ２ 番 車 の 筒 軸 で あ る 分 針 軸  
８ ｂ と 、 ４ 番 車 の 軸 で あ る 秒 針 軸 ８ ｃ と 、 を 備 え 、 こ れ ら が 同 一 軸 上 に 配 置 さ れ て い る 。  
す な わ ち 、 分 針 軸 ８ ｂ は 、 筒 状 の 時 針 軸 ８ ａ 内 に 同 一 軸 上 で 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て 、 分 針  
軸 ８ ｂ の 上 端 部 が 時 針 軸 ８ ａ の 上 方 に 突 出 し て い る 。 秒 針 軸 ８ ｃ は 、 筒 状 の 分 針 軸 ８ ｂ 内  
に 同 一 軸 上 で 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て 、 秒 針 軸 ８ ｃ の 上 端 部 が 分 針 軸 ８ ｂ の 上 方 に 突 出 し て  
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 指 針 ９ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 時 針 軸 ８ ａ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 時 針 １ ０ と 、 分 針  
軸 ８ ｂ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 分 針 １ １ と 、 秒 針 軸 ８ ｃ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 秒 針  
１ ２ と 、 を 備 え て い る 。 こ れ ら 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 炭 素 繊 維 、 合  
成 樹 脂 、 黄 銅 な ど の 素 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 文 字 板 ７ の 上 方 を そ れ ぞ れ 運 針 す る よ う に 構  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 所 定  
間 隔 を も っ て 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 時 針 １ ０ は 、 文 字 板 ７ の 上 方 に 所 定 間 隔 を も っ  
て 配 置 さ れ 、 文 字 板 の 上 方 を 運 針 し て 見 切 り 部 材 ７ ｂ の 時 字 を 指 示 す る 。 分 針 １ １ は 、 時  
針 １ ０ の 上 方 に 所 定 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ 、 時 針 １ ０ の 上 方 で 運 針 し て 見 切 り 部 材 ７ ｂ の  
時 字 を 指 示 す る 。 秒 針 １ ２ は 、 分 針 １ １ の 上 方 に 所 定 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ 、 分 針 １ １ の  
上 方 で 運 針 し て 見 切 り 部 材 ７ ｂ の 時 字 を 指 示 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ れ ら 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に  
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、 見 切 り 部 材 ７ ｂ に 設 け ら れ た 時 刻 目 盛 で あ る 時 字 を 指 す 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ  
と 、 指 針 軸 ８ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ と 、 こ れ ら 取 付 部 １ ０ ｂ 、  
１ １ ｂ 、 １ ２ ｂ に 対 し て 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 １ ０ ｃ 、  
１ １ ｃ 、 １ ２ ｃ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 場 合 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の う ち 、 分 針 １ １ と 秒 針 １ ２ と は 、 図 ２ お よ  
び 図 ３ に 示 す よ う に 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 で あ る 取 付 部 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ の 中 心 か ら 長 手 部 １  
１ ａ 、 １ ２ ａ の 延 伸 方 向 の 長 さ が 、 文 字 板 ７ の 半 径 よ り も 少 し 短 い 長 さ で 長 く 形 成 さ れ て  
い る 。 こ れ ら 分 針 １ １ と 秒 針 １ ２ と は 、 長 手 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ の 延 伸 方 向 と 直 交 す る 方 向  
の 長 さ （ 幅 ） が 異 な り 、 例 え ば 分 針 １ １ の 長 手 部 １ １ ａ の 幅 が 秒 針 １ ２ の 長 手 部 １ ２ ａ の  
幅 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 時 針 １ ０ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 で あ る 取 付 部 １ ０ ｂ の 中  
心 か ら 長 手 部 １ ０ ａ の 延 伸 方 向 の 長 さ が 、 分 針 １ １ の 長 手 部 １ １ ａ に お け る 延 伸 方 向 の 長  
さ よ り も 短 く 、 例 え ば 分 針 １ １ の 長 手 部 １ １ ａ の 2 / 3 程 度 の 長 さ で 形 成 さ れ て い る 。 こ の  
時 針 １ ０ は 、 長 手 部 １ ０ ａ の 延 伸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ （ 幅 ） が 、 分 針 １ １ の 長 手 部  
１ １ ａ の 幅 と ほ ぼ 同 じ か 、 そ れ よ り も 少 し 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の う ち 、 時 針 １ ０ と 分 針 １ １ と は 、 図 ２ お よ び 図  
３ に 示 す よ う に 、 取 付 部 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ に 時 針 軸 ８ ａ と 分 針 軸 ８ ｂ と の 各 上 端 部 が 嵌 着 す  
る 嵌 着 孔 １ ０ ｅ 、 １ １ ｅ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 秒 針 １ ２ は 、 取 付 部 １ ２ ｂ が 長 手 部  
１ ０ ａ の 延 伸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ （ 幅 ） よ り も 大 き い 円 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 中 心  
部 に ハ カ マ と 称 す る 針 取 付 片 １ ２ ｅ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 針 取 付 片 １ ２ ｅ が 秒 針 軸 ８ ｃ の  
上 端 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 短 手  
部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 延 伸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ （ 幅 ） が 、 長 手 部 １ ０ ａ 、 １  
１ ａ 、 １ ２ ａ の 延 伸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ （ 幅 ） よ り も 少 し 大 き く 形 成 さ れ て い る 。  
こ れ ら 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 視 認  
さ れ る 表 面 で あ る 上 面 と 反 対 側 の 裏 面 で あ る 下 面 に 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２  
ｄ が 両 面 粘 着 テ ー プ な ど の 接 着 材 １ ３ に よ っ て 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す  
よ う に 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 、 そ の 各 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ を も っ て  
配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、  
短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 、 そ の 各 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て 配 置 さ  
れ る こ と に よ り 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 よ り も 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、  
１ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、  
指 針 ９ の 回 転 中 心 で あ る 取 付 部 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ の 中 心 か ら 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ  
、 １ ２ ｃ の 延 伸 方 向 の 長 さ が ほ ぼ 同 じ 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 時 針 １ ０ 、 分 針  
１ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 本 来 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ  
ラ ン ス を 考 慮 し て 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 延 伸 方 向 の 長 さ が 長 手 部 １ ０ ａ 、 １  
１ ａ 、 １ ２ ａ の 延 伸 方 向 の 長 さ に 対 応 し て 長 く 形 成 さ れ て い る こ と が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １  
、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 設 け ら れ た 第 １ ～ 第 ３ 錘 部  
１ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 重 量 に よ っ て 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の  
ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ る こ と に よ り 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 延 伸 方 向 の 長 さ  



10

20

30

40

50

JP 7487487 B2 2024.5.21(6)

が 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 全 て に お い て ほ ぼ 同 じ 長 さ で 短 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す  
よ う に 、 各 比 重 が 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の 各 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ お よ  
び 各 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 比 重 よ り も 大 き い 素 材 に よ っ て 、 厚 み が 薄 く 形 成 さ  
れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 例 え ば  
金 、 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン グ ス テ ン 合 金 、 ニ ッ ケ ル な ど の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ  
の た め 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 厚 み が 薄 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 ほ ぼ 四 角 形 の 平 板 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 各 四 隅 に 円 弧 状 の 面 取 り 部 １ ０ ｆ 、 １ １ ｆ 、 １  
２ ｆ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、  
指 針 ９ が 指 針 軸 ８ に 対 し て 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 指 針 ９ が 運 針 さ れ て も 、 指 針  
９ に 対 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 干 渉 が 防 げ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す  
よ う に 、 必 ず し も 四 隅 に 円 弧 状 の 面 取 り 部 １ ０ ｆ 、 １ １ ｆ 、 １ ２ ｆ を 設 け る 必 要 は な く 、  
少 な く と も 指 針 ９ の 回 転 中 心 で あ る 取 付 部 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ の 中 心 か ら 短 手 部 １ ０  
ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 延 伸 方 向 に 延 び た 端 部 の 両 側 に 位 置 す る 隅 部 の み に 円 弧 状 の 面 取 り  
部 １ ０ ｆ 、 １ １ ｆ 、 １ ２ ｆ を 設 け た 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 指 針 ９  
の 上 下 方 向 の 間 隔 、 お よ び 指 針 ９ の 各 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ の 形 状 の 大 き さ な ど  
に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 厚 み が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ は 、 時 針  
１ ０ と 文 字 板 ７ と の 間 隔 が 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の 各 間 隔 よ り も 広 く 、 長 手 部 １  
０ ａ の 形 状 が 大 き い た め 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ お よ び 秒 針 １ ２ の 第 ３ 錘 部 １ ２ ｄ の  
各 厚 み よ り も 厚 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の 間 隔 が 最 も  
狭 い た め 、 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ お よ び 秒 針 １ ２ の 第 ３ 錘 部 １ ２ ｄ の 各 厚 み よ り も 薄  
く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 分 針 １ １ は 、 短 手 部 １ １ ｃ の 形 状 が 大 き い た め 、 第 ２ 錘 部  
１ １ ｄ の 厚 み が 第 １ 、 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ ２ ｄ よ り も 薄 く て も 、 後 述 す る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ  
の 厚 み が 最 適 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 短 手 部 １ １ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が  
軽 減 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 秒 針 １ ２ の 第 ３ 錘 部 １ ２ ｄ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 秒 針 １ ２ と 分 針 １ １ と の 間 隔 が 分 針  
１ １ と 時 針 １ ０ と の 間 隔 よ り も 少 し 広 い た め 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み よ り も 厚  
く 、 且 つ 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ の 厚 み よ り も 薄 く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 秒 針 １  
２ は 、 長 手 部 １ ２ ａ の 延 伸 方 向 の 長 さ が 長 く て 、 短 手 部 １ ２ ｃ の 形 状 が 小 さ い た め 、 第 ２  
錘 部 １ ２ ｄ の 厚 み を 厚 く し て 、 短 手 部 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の う ち 、 厚 み の 最 も 薄 い 分 針 １ １ の 第 ２  
錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 分 針 １ １ が 時 針 １ ０ の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重  
な る こ と に よ り 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み 方 向 の 長 さ を Ｙ 軸 上 に 示 し 、 分 針 １ １  
の 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ １ ｃ の 延 伸 方 向 に お け る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ を Ｘ  
軸 上 に 示 し た 場 合 、 以 下 の 条 件 に よ っ て 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の  
上 下 方 向 の 間 隔 を Ｋ と し 、 時 針 １ ０ の 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ ０ ｃ の 長 さ を Ｌ  
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と し た 場 合 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が
Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ       ・ ・ ・ ・ ・ （ 式 １ ）
の 関 係 で 、 こ の 式 １ と Ｙ 軸 と Ｘ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 時 針 １ ０ や 分 針 １ １ と い っ た 針 は 時 針 軸 ８ ａ と 分 針 軸 ８ ｂ に 嵌 着 等 さ れ る こ と に よ っ て  
固 定 さ れ る こ と に な る が 、 こ れ ら 時 針 軸 ８ ａ と 分 針 軸 ８ ｂ と い っ た 部 品 自 体 の 大 き さ の ば  
ら つ き や 組 み 立 て 公 差 等 が 要 因 と な っ て 、 時 針 １ ０ や 分 針 １ １ 等 と い っ た 時 計 を 構 成 す る  
針 部 品 は 互 い に 完 璧 な 水 平 関 係 を 保 つ よ う に 組 み 立 て る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ま り 、 時 針 １ ０ と 分 針 １ １ が 時 針 軸 ８ ａ と 分 針 軸 ８ ｂ と 嵌 着 さ れ る 嵌 着 孔 １ ０ ｅ 、 １  
１ ｅ の 位 置 に お い て は 、 時 針 １ ０ と 分 針 １ １ と の 間 の 間 隔 は 最 も 広 く な り 、 そ こ か ら 針 の  
先 端 に 向 か う に つ れ て 当 該 間 隔 が 狭 ま っ て い く 構 造 と な る 可 能 性 を 考 慮 に い れ て 設 計 す る  
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 最 薄 設 計 を 考 え た 場 合 に は 、 組 み 立 て ば ら つ き や 設 計 公 差 を 考 慮 に い れ て 、  
時 針 １ ０ の 長 手 側 及 び 短 手 側 の 先 端 と 分 針 １ １ の 長 手 側 及 び 短 手 側 先 端 と が 接 触 し な い で  
且 つ で き る だ け 針 同 士 が 接 近 す る 位 置 に な る よ う に 間 隔 Ｋ を 設 定 す る 。 つ ま り 、 図 ５ で は  
、 理 論 的 最 薄 構 造 の 場 合 に は 時 針 １ ０ の 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ ０ ｃ の 先 端 で  
分 針 １ １ と 接 触 し 、 針 の 回 転 中 心 位 置 に お い て は 、 時 針 １ ０ と 分 針 １ １ と の 間 の 間 隔 が 最  
も 大 き く な る と し て 算 出 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 場 合 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に 設 け ら れ た 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と こ れ に 対 応 す る 時 針  
１ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 を Ｓ １ と し 、 理 論 上 の 最 小 限 の 隙 間  
を Ｓ ２ と し 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と に お け る 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど の 公 差 を Ｒ と し  
た 場 合 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際  
の 隙 間 Ｓ １ は 、
　 　 　 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ       ・ ・ ・ ・ ・ （ 式 ２ ）
の 関 係 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 式 ２ の 条 件 を 満 た す こ と に よ り 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を  
最 大 限 に 厚 く し て 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、  
且 つ 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す な わ ち 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る  
実 際 の 隙 間 Ｓ １ が 、
　 　 　 Ｓ １ ＞ Ｓ ２ ＋ Ｒ
で あ る 場 合 に は 、 図 ５ に お い て 例 え ば 点 Ｐ ２ の 位 置 に な る 。 こ の た め 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型  
化 が 可 能 に な る が 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 重 量 が 軽 く な る の で 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お  
け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ 難 く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際  
の 隙 間 Ｓ １ が 、
　 　 　 Ｓ １ ＜ Ｓ ２ － Ｒ
で あ る 場 合 に は 、 図 ５ に お い て 例 え ば 点 Ｐ ３ の 位 置 に な る 。 こ の た め 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の  
厚 み が 厚 く な り 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ  
る が 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 図 れ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と  
時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が Ｙ ＝ Ｓ １ の 場 合 、 こ の Ｙ  
＝ Ｓ １ の 直 線 式 と Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の 直 線 の 式 １ と が 交 差 す る 箇 所 が 点 Ｐ １ と な  
る 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 最 大 限 に 厚 く し て 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に  
お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、 且 つ 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の た め 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下  
面 と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が Ｙ ＝ Ｓ １ の 場 合 、 こ  
の Ｙ ＝ Ｓ １ の 直 線 式 と Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の 式 １ と Ｙ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に お い  
て 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ の 外 周 縁 か ら 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ ま で の 間 隔 Ｗ を 考 慮 し て 差 し 引  
い た 領 域 Ｅ （ 図 ５ に 斜 線 で 示 す 領 域 ） 内 に 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が 設 定 さ れ て  
い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 斜 線 で 示 さ れ た 領 域 Ｅ  
内 に お い て 、 Ｙ 軸 の 値 が 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み Ｔ と な り 、 Ｘ 軸 の 値 が 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部  
１ １ ｄ の 長 さ と な る 。 こ の た め 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 よ り 一 層 、 第 ２ 錘 部 １ １  
ｄ の 長 さ が 最 適 に 設 定 さ れ る と 共 に 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み Ｔ を 最 大 限 に 厚 く し て 、 分 針  
１ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、 且 つ 腕 時 計 全 体 の 薄 型  
化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 場 合 、 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ と 秒 針 １ ２ の 第 ３ 錘 部 １ ２ ｄ と は 、 図 ２ に 示 す よ  
う に 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と 同 様 に 厚 み と 長 さ と が 設 定 さ れ て い る こ と が 望 ま し い  
。 こ れ に よ り 、 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ は 、 時 針 １ ０ と 文 字 板 ７ と の 間 隔 が 広 い た め 、  
分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み よ り も 厚 く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 秒 針 １ ２ の 第 ３ 錘 部  
１ ２ ｄ は 、 秒 針 １ ２ と 分 針 １ １ と の 間 隔 が 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の 間 隔 よ り も 少 し 広 い た  
め 、 時 針 １ ０ の 第 １ 錘 部 １ ０ ｄ の 厚 み よ り も 薄 く 、 且 つ 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み  
よ り も 厚 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 と こ ろ で 、 腕 時 計 ケ ー ス １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 周 端 の 高 さ つ ま り 外 装 ケ ー ス １ ｂ  
の 上 端 部 の 高 さ が 時 計 ガ ラ ス ５ の 上 面 よ り も 高 く 形 成 さ れ 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視  
に お い て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。  
す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ に お け る 上 面  
の 縁 部 に 対 す る 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下  
面 に 設 け ら れ た 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 に お け る 縁 部 に 対 す る 第 ２  
視 線 入 射 角 θ ２ が 、 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ １ ） に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ  
、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を Ｈ １ と し 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 か  
ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 応 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を Ｆ と し た 場 合 、 θ １ ≒ ｔ ａ ｎ （  
Ｈ １ ／ Ｆ ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １  
２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を Ｈ ２ と し 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕  
時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 応 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を Ｆ と し た 場 合 、 θ ２ ≒ ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２  
／ Ｆ ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で  
の 高 さ Ｈ ２ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端  
部 ま で の 高 さ Ｈ １ と 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 厚 み ｔ と の 和 （ Ｈ ２ ＝ Ｈ １ ＋ ｔ ） で  
あ る 。 こ の た め 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞  
θ １ ） で あ る こ と に よ り 、
　 ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２ ／ Ｆ ） ＝ ｔ ａ ｎ ｛ （ Ｈ １ ＋ ｔ ） ／ Ｆ ｝ ＞ ｔ ａ ｎ （ Ｈ １ ／ Ｆ ）
と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 最 上 部 に 位 置 す る 秒 針 １ ２ の 短 手 部 １ ２ ｃ に お け  
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る 上 面 の 縁 部 よ り も 、 腕 時 計 ケ ー ス １ 内 の 下 側 に 位 置 す る ほ ど 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側  
面 視 に お け る 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ が 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 大 き く な る 。 こ の た め 、 こ  
の 腕 時 計 ケ ー ス １ で は 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ に お け る 斜 め 側 面 視 に お い て 、 第 １ ～ 第 ３ 錘  
部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 高 さ を 高 く し て 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 か ら 指 針 ９ ま で の 距  
離 を 長 く す れ ば す る ほ ど 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ と 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ と の 絶 対 値 を 大 き く す  
る こ と が で き て 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を 見 え に く く す る こ と が で き る  
。 即 ち 、 指 針 ９ の 錘 が 見 え て し ま う 視 線 入 射 角 よ り も 視 線 入 射 角 が 大 き く な る よ う に 、 腕  
時 計 ケ ー ス １ の 高 さ を 高 く す る よ う に 設 計 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 指 針 ９ の 短  
手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て い る こ と に よ り 、 第 １ ～  
第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 厚 み Ｔ が 多 少 厚 く な っ て も 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側  
面 視 に お い て 見 え 難 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 こ の 腕 時 計 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 腕 時 計 は 、 通 常 、 時 計 ム ー ブ メ ン ト の 指 針 軸 ８ に よ っ て 指 針 ９ で あ る 時 針 １ ０ 、 分  
針 １ １ 、 秒 針 １ ２ が 文 字 板 ７ の 上 方 を 運 針 し て 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の 長 手 部  
１ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ が そ れ ぞ れ 見 切 り 部 材 ７ ｂ の 時 刻 目 盛 で あ る 時 字 を 指 示 す る こ と  
に よ り 、 使 用 者 が 時 計 ガ ラ ス ５ を 通 し て 時 刻 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の と き に は 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ の 各 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下  
面 に 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 短 手 部 １ ０ ｃ  
、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ て 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針  
１ ２ が 良 好 に 運 針 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 す な わ ち 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２ そ れ ぞ れ は 、 炭 素 繊 維 、 合 成 樹 脂 、 黄 銅 な ど  
の 素 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １  
１ 、 秒 針 １ ２ よ り も 比 重 の 重 い 素 材 、 例 え ば 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン グ ス テ ン 合 金 、 ニ ッ  
ケ ル な ど の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １  
２ ｄ そ れ ぞ れ は 、 厚 み を 薄 く 形 成 し て 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア  
ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 、 時 針 １ ０ 、 分 針 １ １ 、 秒 針 １ ２  
の 各 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 外 周 縁 か  
ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い  
て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。 こ れ に よ り 、 腕 時 計 全 体 の 外  
観 性 や デ ザ イ ン 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 ケ ー ス １ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ に お け る 上 面 の  
縁 部 に 対 す る 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面  
に 設 け ら れ た 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 の 縁 部 に 対 す る 第 ２ 視 線 入 射  
角 θ ２ が 、 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ １ ） で あ る か ら 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 第 １ 視 線 入 射 角 θ １  
に お け る 斜 め 側 面 視 に お い て 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 す な わ ち 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら  
腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を Ｈ １ と し 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の  
上 端 部 に 対 応 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を Ｆ と し た 場 合 、 θ １ ≒ ｔ ａ ｎ （ Ｈ １ ／ Ｆ ） で あ る 。  
ま た 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 位 置 す る  
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第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を  
Ｈ ２ と し 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 応 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を  
Ｆ と し た 場 合 、 θ ２ ≒ ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２ ／ Ｆ ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 場 合 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 位 置 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １  
０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ Ｈ ２ は 、 指 針 ９ の 短  
手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ Ｈ １ と 指 針 ９  
の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 厚 み ｔ つ ま り 指 針 ９ の 厚 み ｔ と を 足 し た 長 さ （ Ｈ ２ ＝  
Ｈ １ ＋ ｔ ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の た め 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 、 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ  
１ ） で あ る こ と に よ り 、
　 ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２ ／ Ｆ ） ＝ ｔ ａ ｎ ｛ （ Ｈ １ ＋ ｔ ） ／ Ｆ ｝ ＞ ｔ ａ ｎ （ Ｈ １ ／ Ｆ ）
と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、 最 上 部 に 位 置 す る 秒 針 １ ２ の 短 手 部 １ ２ ｃ に お け  
る 上 面 の 縁 部 よ り も 、 腕 時 計 ケ ー ス １ 内 の 下 側 に 位 置 す る ほ ど 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側  
面 視 に お け る 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ が 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 大 き く な る た め 、 腕 時 計 ケ  
ー ス １ の 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ に お け る 斜 め 側 面 視 に お い て 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １  
ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 指 針 ９ の 短  
手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て い る こ と に よ り 、 第 １ ～  
第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 厚 み Ｔ が 多 少 厚 く な っ て も 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側  
面 視 に お い て 見 え 難 く な り 、 こ れ に よ り 腕 時 計 全 体 の 外 観 性 や デ ザ イ ン 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 指 針 ９ が 運 針 す る 際 に は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 設 け  
ら れ た 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 重 量 に よ っ て 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、  
１ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ る と 共 に 、 指 針 ９ の 運 針 時 に 指 針 ９ に 対 し  
て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 干 渉 す る こ と が な く 、 指 針 ９ が 円 滑 に 運 針 す  
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の う ち 、 指 針 ９ の 上 下 方 向 の 間 隔 Ｋ  
が 最 も 狭 い 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 分 針 １ １ が 時 針 １ ０ の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重 な る  
こ と に よ り 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み 方 向 の 長 さ を Ｙ 軸 と し 、 分 針 １ １ の 同 一 軸  
上 の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ １ ｃ の 延 伸 方 向 に お け る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ を Ｘ 軸 と し た  
場 合 、 以 下 の 条 件 に よ っ て 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み お よ び 長 さ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 す な わ ち 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の 上 下 方 向 の 間 隔 を Ｋ  
と し 、 時 針 １ ０ の 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ ０ ｃ の 長 さ を Ｌ と し た 場 合 、 第 ２ 錘  
部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が
Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ       ・ ・ ・ ・ ・ （ 式 １ ）
の 関 係 で 、 こ の 直 線 の 式 １ と Ｙ 軸 と Ｘ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 条 件  
を 満 足 す る こ と に よ り 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み お よ び 短 手 部 １ １ ｃ の 延 伸 方 向 の 第 ２ 錘 部  
１ １ ｄ の 長 さ が 設 定 さ れ 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が  
軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 場 合 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に 設 け ら れ た 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短  
手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 を Ｓ １ と し 、 理 論 上 の 最 小 限 の 隙 間 を Ｓ ２ と  
し 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と に お け る 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど の 公 差 を Ｒ と し た 場 合 、  
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分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の  
隙 間 Ｓ １ は 、
　 　 　 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ       ・ ・ ・ ・ ・ （ 式 ２ ）
の 関 係 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 式 ２ の 条 件 を 満 足 す る こ と に よ り 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 最 大 限 に 厚 く し て 、 分  
針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０  
ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ に 対 す る 指 針 ９ の 干 渉 を 防 い で 、 分 針 １ １ の 運 針 を 円 滑 化 さ せ る と 共  
に 、 指 針 ９ 全 体 の 高 さ を 最 小 限 に 抑 え て 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 場 合 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 こ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短 手  
部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が Ｙ ＝ Ｓ １ の 場 合 、 こ の Ｙ ＝ Ｓ １ の 直 線 式  
と Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の 直 線 の 式 １ と Ｙ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に お い て 、 分 針 １ １  
の 短 手 部 １ １ ｃ の 外 周 縁 か ら 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ ま で の 間 隔 Ｗ を 考 慮 し て 差 し 引 い た 領 域 Ｅ （  
図 ５ に 斜 線 で 示 す 領 域 ） 内 に 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の た め 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 そ の 厚 み と 長 さ と が 図 ５ に 斜 線 で 示 さ れ た 領  
域 Ｅ 内 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 こ の 領 域 Ｅ 内 に お い て Ｙ 軸 の 値 が 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の  
厚 み Ｔ と な り 、 Ｘ 軸 の 値 が 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ と な る 。 こ れ に よ り 、 分 針 １  
１ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ は 、 厚 み Ｔ を 最 大 限 に 厚 く し て 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー  
メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、 指 針 ９ に 対 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ  
の 干 渉 を 防 い で 、 指 針 ９ 全 体 の 高 さ を 最 小 限 に 抑 え て 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 、 ほ ぼ 四 角 形 の 平 板 状 に 形 成 さ れ 、 各  
四 隅 に 円 弧 状 の 面 取 り 部 １ ０ ｆ 、 １ １ ｆ 、 １ ２ ｆ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 指 針 ９ が  
指 針 軸 ８ に 対 し て 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 指 針 ９ が 運 針 し て も 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部  
１ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 四 隅 に 設 け ら れ た 円 弧 状 の 面 取 り 部 １ ０ ｆ 、 １ １ ｆ 、 １ ２ ｆ に  
よ っ て も 、 指 針 ９ に 対 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 干 渉 を 防 い で 、 指 針  
９ が 円 滑 に 運 針 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ に よ れ ば 、 時 刻 の 目 盛 を 指 す 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、  
１ ２ ａ と 、 指 針 軸 ８ に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ と 、 こ れ ら 取 付 部 １  
０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ に 対 し て 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 １  
０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ と 、 こ れ ら 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 配 置 さ れ 、 且 つ  
短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ を も っ て 配 置 さ れ た 第 １ ～ 第 ３ 錘  
部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ と 、 を 備 え て い る こ と に よ り 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ  
、 １ ２ ｄ を 備 え て い て も 、 外 観 性 や デ ザ イ ン 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ に よ っ て  
短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 さ せ て 、 指 針 ９ を 良 好  
に 運 針 さ せ る こ と が で き る ほ か 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 、 指 針 ９ の 各  
短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 、 そ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て 設 け ら れ  
て い る の で 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２  
ｄ を 見 え 難 く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 腕 時 計 全 体 の 外 観 性 や デ ザ イ ン 性 を 向 上 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 比 重 が  
短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ お よ び 長 手 部 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ の 比 重 よ り も 大 き い  
こ と に よ り 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 厚 み を 薄 く 形 成 し て 、 腕 時 計 ケ ー  
ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を 見 え 難 く す る こ と が  
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で き る と 共 に 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 厚 み を 薄 く 形 成 し て も 、 短 手 部  
１ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 確 実 に 且 つ 良 好 に 軽 減 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 指 針 ９ が 炭 素 繊 維 、 合 成 樹 脂 、 黄 銅 な ど の 素 材 に  
よ っ て 形 成 さ れ 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 指 針 ９ よ り も 比 重 の 重 い 素 材  
、 例 え ば 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン グ ス テ ン 合 金 、 ニ ッ ケ ル な ど の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て  
い る こ と に よ り 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ そ れ ぞ れ の 厚 み を 薄 く 形 成 す る  
こ と が で き る と 共 に 、 厚 み を 薄 く 形 成 し て も 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の モ ー メ ン  
ト の ア ン バ ラ ン ス を 確 実 に 且 つ 良 好 に 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 １ の 指 針 で あ る 分 針 １ １ が 第 ２ の 指 針 で あ る 時 針 １  
０ の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重 な る 場 合 で 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み 方 向 の 長 さ を Ｙ 軸  
と し 、 分 針 １ １ の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １ １ ｃ の 延 伸 方 向 に お け る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ  
を Ｘ 軸 と し 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の 間 隔 を Ｋ と し 、 時 針 １ ０ の 回 転 中 心 か ら の 短 手 部 １  
０ ｃ の 長 さ を Ｌ と し た 場 合 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が
Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ
の 関 係 で 、 こ の 直 線 式 と Ｙ 軸 と Ｘ 軸 と で 囲 わ れ た 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 第  
２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み お よ び 長 さ を 良 好 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み お よ び 長 さ が 、 Ｙ ＝ （ － Ｋ  
／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ   の 直 線 式 と Ｙ 軸 と Ｘ 軸 と で 囲 わ れ た 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り  
、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 薄 く 形 成 し て 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い て 第 ２ 錘 部  
１ １ ｄ を 見 え 難 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 薄 く 形 成 し て も 、 分  
針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 良 好 に 軽 減 す る こ と が で き 、  
こ れ に よ り 指 針 ９ を 良 好 に 運 針 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 １ の 指 針 で あ る 分 針 １ １ が 第 ２ の 指 針 で あ る 時 針 １  
０ の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重 な る 場 合 で 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に 設 け ら れ た 第 ２ 錘 部 １ １  
ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短 手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 を Ｓ １ と し 、 理 論 上  
の 最 小 限 の 隙 間 を Ｓ ２ と し 、 分 針 １ １ と 時 針 １ ０ と の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど の 公 差  
を Ｒ と し た 場 合 、 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が 、
　 　 　 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ
の 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ と 時 針 １ ０ と の 間 に お け る 実 際 の 隙  
間 Ｓ １ を 最 適 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ   の 条 件 を 満 た し て い  
る こ と に よ り 、 指 針 軸 ８ に 対 し て 指 針 ９ が 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ て い て も 、 ま た 指 針 ９  
の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど に バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 指 針 ９ が 運 針 す る 際 に 、 時 針 １ ０  
に 対 す る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 干 渉 を 確 実 に 且 つ 良 好 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の た め 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 指 針 ９ を 円 滑 に 且 つ 良 好 に 運 針 さ せ る こ と が で き  
る と 共 に 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 最 大 限 に 厚 く し て 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る  
モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 、 分 針 １ １ の 運 針 を 円 滑 化 さ せ る と 共 に 、 指 針 ９ 全 体  
の 高 さ を 最 小 限 に 抑 え て 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短  
手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が 、 Ｓ １ ＞ Ｓ ２ ＋ Ｒ で あ る と 、 腕 時 計 全  
体 の 薄 型 化 が 可 能 に な っ て も 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 重 量 が 軽 く な る た め 、 分 針 １ １ の 短 手 部  
１ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減 さ れ 難 く な る 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短 手 部  
１ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が 、 Ｓ １ ＜ Ｓ ２ － Ｒ で あ る と 、 第 ２ 錘 部 １ １  
ｄ の 厚 み が 厚 く な り 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス が 軽 減  
さ れ る が 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 が 図 れ な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の た め 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短  
手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が 、 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ で あ る こ  
と に よ り 、 指 針 軸 ８ に 対 し て 指 針 ９ が 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ て い て も 、 ま た 指 針 ９ の 部  
品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど に バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 指 針 ９ が 運 針 す る 際 に 、 時 針 １ ０ に 対  
す る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 干 渉 を 確 実 に 且 つ 良 好 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 指 針 ９ を 円 滑 に 且 つ 良 好 に 運 針 さ せ る こ と が で  
き る と 共 に 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み を 最 大 限 に 厚 く し て 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け  
る モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 良 好 に 軽 減 す る こ と が で き 、 ま た 分 針 １ １ の 運 針 を 円 滑 化  
さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 指 針 ９ 全 体 の 高 さ を 最 小 限 に 抑 え て 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 を  
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 分 針 １ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 下 面 と 時 針 １ ０ の 短  
手 部 １ ０ ｃ の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 Ｓ １ が Ｙ ＝ Ｓ １ の 場 合 、 こ の Ｙ ＝ Ｓ １ の 直 線  
式 と Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の 直 線 式 と Ｙ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に お い て 、 分 針 １ １ の  
短 手 部 １ １ ｃ の 外 周 縁 か ら 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ ま で の 間 隔 Ｗ を 考 慮 し て 差 し 引 い た 領 域 Ｅ （ 図  
５ に 斜 線 で 示 す 領 域 ） 内 に 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、  
第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み Ｔ と 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ と を 最 適 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 す な わ ち 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 Ｙ ＝ Ｓ １ の 直 線 式 と Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の  
直 線 式 と Ｙ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に お い て 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ の 外 周 縁 か ら 第 ２ 錘  
部 １ １ ｄ ま で の 間 隔 Ｗ を 考 慮 し て 差 し 引 い た 領 域 Ｅ （ 図 ５ に 斜 線 で 示 す 領 域 ） 内 に 、 分 針  
１ １ の 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚 み と 長 さ と が 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 厚  
み Ｔ を 最 大 限 に 厚 く し て 、 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 長 さ と を 最 大 限 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の た め 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 分 針 １ １ の 短 手 部 １ １ ｃ に お け る モ ー メ ン ト の ア  
ン バ ラ ン ス を 良 好 に 軽 減 す る こ と が で き る と 共 に 、 指 針 軸 ８ に 対 し て 指 針 ９ が 少 し 傾 い て  
取 り 付 け ら れ て い て も 、 ま た 指 針 ９ の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど に バ ラ ツ キ が あ っ て も  
、 指 針 ９ が 運 針 す る 際 に 、 時 針 １ ０ に 対 す る 第 ２ 錘 部 １ １ ｄ の 干 渉 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で  
き 、 こ れ に よ り 分 針 １ １ の 運 針 を 円 滑 化 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 指 針 ９ 全 体 の 高 さ を  
最 小 限 に 抑 え て 、 腕 時 計 全 体 の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 こ の 腕 時 計 に よ れ ば 、 指 針 ９ の 上 方 に 配 置 さ れ て 指 針 ９ が 視 認 可 能 な カ バ ー ガ ラ  
ス で あ る 時 計 ガ ラ ス ５ と 、 指 針 ９ を 運 針 可 能 に 収 容 し て 時 計 ガ ラ ス ５ が 取 り 付 け ら れ る 腕  
時 計 ケ ー ス １ と 、 を 備 え 、 腕 時 計 ケ ー ス １ は 、 側 面 視 に お い て 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １  
１ ｄ 、 １ ２ ｄ が 視 認 し 難 い 高 さ に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 外 部 か ら  
第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え な い よ う に す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て  
も 腕 時 計 全 体 の 外 観 性 や デ ザ イ ン 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 腕 時 計 で は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ に お け る 上 面 の 高  
さ と 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 す る 内 周 部 ま で の 距 離 と に よ っ て  
決 定 さ れ る 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に  
位 置 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 の 高 さ と 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕  
時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 す る 内 周 部 ま で の 距 離 と に よ っ て 決 定 さ れ る 第 ２ 視 線 入 射 角 θ  
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２ が 、 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ １ ） で あ る こ と に よ り 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 外 部 か ら 第 １ ～ 第  
３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ は 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ  
ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を Ｈ １ と し 、 指 針 ９ の 回 転 中 心 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に  
対 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を Ｆ と し た 場 合 、 θ １ ≒ ｔ ａ ｎ （ Ｈ １ ／ Ｆ ） で あ る 。 ま た 、 第 ２  
視 線 入 射 角 θ ２ は 、 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 位 置 す る 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０  
ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ を Ｈ ２ と し 、 指 針 ９ の  
回 転 中 心 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １ の 上 端 部 に 対 す る 内 周 部 ま で の 距 離 を Ｆ と し た 場 合 、 θ ２ ≒  
ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２ ／ Ｆ ） で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の 場 合 、 指 針 ９ の 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ ー ス １  
の 上 端 部 ま で の 高 さ Ｈ ２ は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 上 面 か ら 腕 時 計 ケ  
ー ス １ の 上 端 部 ま で の 高 さ Ｈ １ と 指 針 ９ の 厚 み ｔ と の 和 （ Ｈ ２ ＝ Ｈ １ ＋ ｔ ） で あ る 。 こ の  
た め 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ は 、
　 ｔ ａ ｎ （ Ｈ ２ ／ Ｆ ） ＝ ｔ ａ ｎ ｛ （ Ｈ １ ＋ ｔ ） ／ Ｆ ｝ ＞ ｔ ａ ｎ （ Ｈ １ ／ Ｆ ）
と な り 、 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 、 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ １ ） に な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 こ の 腕 時 計 の 指 針 ９ で は 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ が 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り  
も 大 き い 角 度 （ θ ２ ＞ θ １ ） で あ る た め 、 腕 時 計 ケ ー ス １ を 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ と 同 じ 角  
度 の 斜 め 側 面 視 の と き に 、 指 針 ９ の 上 面 側 が 見 え て も 、 指 針 ９ の 側 面 に お け る 下 部 側 が 見  
え 難 く な り 、 こ れ に よ り 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。 す な わ  
ち 、 こ の 指 針 ９ で は 、 第 ２ 視 線 入 射 角 θ ２ が 第 １ 視 線 入 射 角 θ １ よ り も 大 き く な れ ば な る  
ほ ど 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 見 え 難 く な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 腕 時 計 で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 、 指 針 ９ の 短 手  
部 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 Ｗ だ け 離 れ て い る こ と に よ り 、 第 １ ～ 第  
３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ の 厚 み Ｔ が 多 少 厚 く な っ て も 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 外 部 か ら  
第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を ほ と ん ど 視 認 で き な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が ほ ぼ 四 角 形 の  
平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 図 ６  
（ ａ ） に 示 す 第 １ 変 形 例 の よ う に 、 錘 部 １ ５ に 傾 斜 部 １ ５ ａ を 形 成 し て も 良 い 。 す な わ ち  
、 こ の 第 １ 変 形 例 に お け る 錘 部 １ ５ の 傾 斜 部 １ ５ ａ は 、 指 針 １ ６ の 短 手 部 １ ６ ａ の 延 伸 方  
向 に 沿 っ た 端 部 側 の 厚 み が 、 取 付 部 １ ６ ｂ 側 の 端 部 の 厚 み よ り も 薄 く な る よ う に 傾 斜 し て  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 第 １ 変 形 例 の 指 針 １ ６ で は 、 複 数 の 指 針 １ ６ が 同 一 軸 上 で 回 転 す  
る 際 に 、 指 針 １ ６ が 指 針 軸 ８ に 対 し て 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ て も 、 ま た 複 数 の 指 針 １ ６  
の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど に バ ラ ツ キ あ っ て も 、 錘 部 １ ５ の 傾 斜 部 １ ５ ａ に よ っ て 指  
針 １ ６ に 対 す る 錘 部 １ ５ の 干 渉 を 良 好 に 防 ぐ こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の 指 針 １ ６  
を 円 滑 に 且 つ 良 好 に 運 針 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 指 針 １ ６ の 短 手 部 １ ６ ａ の 延 伸 方 向  
に 沿 っ た 端 部 側 の 厚 み が 薄 い の で 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い て 錘 部 １ ５ を 見 え  
難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 第 １ 変 形 例 で は 、 指 針 １ ６ の 錘 部 １ ５ に お け る 取 付 部 １ ６ ｂ と 反 対 側 の  
端 部 側 が 取 付 部 １ ６ ｂ 側 の 端 部 よ り も 、 錘 部 １ ５ の 厚 み が 薄 く な る 錘 部 １ ５ の 傾 斜 部 １ ５  
ａ の 傾 斜 角 を θ と し た 場 合 、 傾 斜 角 θ が 、 図 ５ に 示 さ れ た Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ の 式  
１ の 傾 き と 同 じ 傾 き 、 つ ま り θ ＝ （ Ｋ ／ Ｌ ） で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 こ の よ う に 傾 斜 部 １ ５ ａ が 傾 斜 し て 形 成 さ れ た 第 １ 変 形 例 で は 、 錘 部 １ ５ の 傾 斜 部 １ ５  
ａ を 最 適 な 傾 斜 角 θ で 傾 斜 さ せ る こ と が で き る の で 、 指 針 １ ６ に 対 す る 錘 部 １ ５ の 干 渉 を  
、 よ り 一 層 、 確 実 に 且 つ 良 好 に 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に  
お い て 錘 部 １ ５ を 見 え 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 こ の 第 １ 変 形 例 で は 、 錘 部 １ ５ を 、 指 針 １ ６ の 短 手 部 １ ６ ａ の 延 伸 方 向 に 沿 っ た  
端 部 側 の 厚 み が 、 取 付 部 １ ６ ｂ 側 の 端 部 の 厚 み よ り も 薄 く な る よ う に 傾 斜 さ せ て 形 成 し た  
が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 指 針 １ ６ の 短 手 部 １ ６ ａ の 延 伸 方 向 に 沿 っ た 端  
部 側 の 厚 み が 、 取 付 部 １ ６ ｂ 側 の 端 部 の 厚 み よ り も 薄 く な る よ う に 、 錘 部 １ ５ を 階 段 状 に  
形 成 し て も 良 い 。 こ の よ う に 形 成 し て も 、 第 １ 変 形 例 と 同 様 の 作 用 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 お よ び 第 １ 変 形 例 で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２  
ｄ が ほ ぼ 四 角 形 の 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限  
ら ず 、 例 え ば 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 第 ２ 変 形 例 の よ う に 、 錘 部 １ ８ を 形 成 し て も 良 い 。 す な わ  
ち 、 こ の 第 ２ 変 形 例 の 錘 部 １ ８ は 、 指 針 １ ９ の 取 付 部 １ ９ ａ と 反 対 側 の 端 部 １ ８ ａ が 、 平  
面 視 に お い て 取 付 部 １ ９ ａ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 半 径 ｒ の 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 第 ２ 変 形 例 の 指 針 １ ９ に よ れ ば 、 複 数 の 指 針 １ ９ が 同 一 軸 上 で 回  
転 す る 際 に 、 指 針 １ ９ が 指 針 軸 ８ に 対 し て 少 し 傾 い て 取 り 付 け ら れ て も 、 ま た 複 数 の 指 針  
１ ９ の 部 品 精 度 お よ び 組 立 精 度 な ど に バ ラ ツ キ あ っ て も 、 指 針 １ ９ に 対 す る 錘 部 １ ５ の 干  
渉 を 防 ぎ 易 く な る の で 、 指 針 １ ９ を 円 滑 に 且 つ 良 好 に 運 針 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 こ の 第 ２ 変 形 例 の 錘 部 １ ８ は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 指 針 １ ９ の 取 付 部 １ ９  
ａ 側 の 端 部 １ ８ ｂ が 、 取 付 部 １ ９ ａ の 中 心 に 対 応 す る 箇 所 ま で 延 長 さ れ て 設 け ら れ て い る  
。 こ の よ う に 錘 部 １ ８ が 形 成 さ れ た 第 ２ 変 形 例 で は 、 錘 部 １ ８ の 長 さ を 長 く し て 錘 部 １ ８  
全 体 の 重 量 を 重 く す る こ と が で き る の で 、 錘 部 １ ８ の 厚 み を 薄 く 形 成 す る こ と が で き る と  
共 に 、 厚 み を 薄 く 形 成 し て も 、 指 針 １ ９ の 短 手 部 １ ９ ｂ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 良  
好 に 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 お よ び 第 １ 、 第 ２ 変 形 例 で は 、 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ  
、 １ ２ ｄ が ほ ぼ 四 角 形 の 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 こ の 発 明 は 、 こ  
れ に 限 ら ず 、 例 え ば 図 ７ に 示 す 第 ３ 変 形 例 の よ う に 、 錘 部 ２ ０ の 外 周 部 に 面 取 り 部 ２ ０ ａ  
を 設 け た 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 場 合 、 面 取 り 部 ２ ０ ａ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 錘 部 ２ ０ の 外 周 部 に 円 弧 面 に 形 成 さ  
れ て い る が 、 必 ず し も 円 弧 面 で あ る 必 要 は な く 、 傾 斜 面 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 こ の よ  
う な 第 ３ 変 形 例 に よ れ ば 、 錘 部 ２ ０ の 面 取 り 部 ２ ０ ａ に よ っ て 腕 時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面  
視 に お い て 錘 部 ２ ０ を 、 よ り 一 層 、 見 え 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 お よ び 第 １ ～ 第 ３ 変 形 例 で は 、 指 針 ９ の 短 手 部 １ ０ ｃ 、 １ １  
ｃ 、 １ ２ ｃ の 下 面 に 第 １ ～ 第 ３ 錘 部 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を 接 着 剤 で 貼 り 付 け た 場 合 に  
つ い て 述 べ た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 図 ８ （ ａ ） に 示 さ れ た 第 ４ 変 形 例 、  
ま た は 図 ８ （ ｂ ） に 示 さ れ た 第 ５ 変 形 例 の よ う に 、 指 針 ２ ７ 、 ２ ８ に 装 着 部 を 設 け 、 こ の  
装 着 部 に 錘 部 ２ ５ 、 ２ ６ を 取 り 付 け る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 す な わ ち 、 第 ４ 変 形 例 の 指 針 ２ ７ は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 短 手 部 ２ ７ ａ の 下 面 に  
装 着 凹 部 ２ ７ ｂ を 設 け 、 こ の 装 着 凹 部 ２ ７ ｂ に 錘 部 ２ ５ を 嵌 め 込 ん で 固 定 し た 構 造 に な っ  
て い る 。 こ の よ う な 第 ４ 変 形 例 の 指 針 ２ ７ に よ れ ば 、 錘 部 ２ ５ の 厚 み を 厚 く し て も 、 装 着  
凹 部 ２ ７ ｂ の 深 さ だ け 、 指 針 ２ ７ の 下 側 に 突 出 す る 長 さ を 短 く す る こ と が で き る の で 、 腕  
時 計 ケ ー ス １ の 斜 め 側 面 視 に お い て 錘 部 ２ ５ を 見 え 難 く す る こ と が で き る ほ か 、 錘 部 ２ ５  
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の 厚 み を 厚 く す る こ と が で き る の で 、 指 針 ２ ７ の 短 手 部 ２ ７ ａ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン  
ス を 軽 減 し 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 第 ５ 変 形 例 の 指 針 ２ ８ は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 短 手 部 ２ ８ ａ に そ の 上 下 に  
貫 通 す る 装 着 孔 ２ ８ ｂ を 設 け 、 こ の 装 着 孔 ２ ８ ｂ に 錘 部 ２ ６ を 嵌 め 込 ん で 固 定 し た 構 造 に  
な っ て い る 。 こ の よ う な 第 ５ 変 形 例 の 指 針 ２ ８ に よ れ ば 、 第 ４ 実 施 形 態 と 同 様 、 錘 部 ２ ６  
の 厚 み を 厚 く し て も 、 装 着 孔 ２ ８ ｂ の 深 さ だ け 、 指 針 ２ ８ の 下 側 に 突 出 す る 長 さ を 短 く す  
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 こ の 第 ５ 変 形 例 の 指 針 ２ ８ で は 、 腕 時 計 ケ ー ス １ の 側 面 視 に お い て 錘 部 ２ ６  
を 見 え 難 く す る こ と が で き る と 共 に 、 錘 部 ２ ６ の 厚 み を 厚 く す る こ と が で き る の で 、 指 針  
２ ７ の 短 手 部 ２ ７ ａ の モ ー メ ン ト の ア ン バ ラ ン ス を 軽 減 し 易 く す る こ と が で き る ほ か 、 装  
着 孔 ２ ８ ｂ に 嵌 め 込 ま れ た 錘 部 ２ ６ が 上 方 か ら 見 え る の で 、 デ ザ イ ン 的 な ア ク セ ン ト と な  
り 、 デ ザ イ ン 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 な お 、 第 ４ の 変 形 例 や 第 ５ の 変 形 例 の よ う に 指 針 に 凹 部 や 貫 通 す る 装 着 孔 を 形 成 す る 場  
合 に お い て 、 針 の ア ン バ ラ ン ス モ ー メ ン ト を 小 さ く す る た め に は 、 指 針 に 凹 部 や 貫 通 孔 を  
形 成 す る た め に 掘 っ た 分 の 指 針 材 料 分 の 重 量 よ り も 重 た い 重 量 の 錘 を 装 着 す る の が よ い 。  
そ の 際 に 錘 の 比 重 を 指 針 の 比 重 よ り も 大 き く し て 、 指 針 に 錘 を 装 着 す る 際 に 指 針 の 錘 装 着  
さ れ る 面 と 錘 の 外 側 面 と が 面 一 と な る よ う に 錘 を 搭 載 す る 又 は 、 錘 の 外 側 面 が 指 針 の 錘 装  
着 さ れ る 面 よ り も 指 針 の 内 部 側 に ま で 配 置 さ れ る よ う に 錘 を 搭 載 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 そ う す れ ば 、 よ り 針 同 士 が 干 渉 す る 可 能 性 を よ り 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の  
よ う に 、 指 針 に 錘 を 装 着 す る 際 に 指 針 の 錘 装 着 さ れ る 面 と 錘 の 外 側 面 と が 面 一 と な る よ う  
に 錘 を 搭 載 す れ ば 、 さ ら に デ ザ イ ン 的 に も 好 適 で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 第 ４ の 変 形 例 や 第 ５ の 変 形 例 の よ う に 指 針 に 凹 部 や 貫 通 す る 装 着 孔 を 形 成 し て 、  
そ こ に 錘 を 配 置 す る よ う な 構 成 に す れ ば 、 指 針 に 凹 部 や 装 着 孔 を 形 成 し な い 場 合 に く ら べ  
て 針 の 凹 部 や 貫 通 孔 に 嵌 る 分 だ け 錘 の 体 積 を 確 保 で き る の で 、 指 針 の 錘 が 搭 載 さ れ て い る  
面 か ら 錘 が 突 出 す る 部 分 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 ４ の 変 形 例 や 第 ５ の 変 形 例 の よ う に 指 針 に 凹 部 や 貫 通 す る 装 着 孔 を 形 成 し て 、  
そ こ に 錘 を 配 置 す る よ う な 構 成 に す れ ば 、 指 針 に 凹 部 や 装 着 孔 を 形 成 し な い 場 合 に く ら べ  
て 錘 を 指 針 の 周 縁 部 ま で 搭 載 し な く て も 、 針 の 凹 部 や 貫 通 孔 に 嵌 る 分 だ け 錘 の 体 積 を 確 保  
で き て 、 針 の ア ン バ ラ ン ス モ ー メ ン ト を 小 さ く す る の に 足 る 重 量 の 錘 を 搭 載 こ と が で き る  
。 つ ま り 、 よ り 錘 を 外 か ら 見 え に く く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 な お ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 お よ び そ の 第 １ ～ 第 ５ 変 形 例 で は 、 指 針 式 の 腕 時 計 に 適 用  
し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 こ の 発 明 は 必 ず し も 腕 時 計 で あ る 必 要 は な く 、 例 え ば ト ラ ベ  
ル ウ オ ッ チ 、 目 覚 ま し 時 計 、 置 き 時 計 、 掛 け 時 計 な ど の 各 種 の 指 針 式 の 時 計 に 適 用 す る こ  
と が で き る 。 ま た 、 こ の 発 明 は 、 必 ず し も 時 計 で あ る 必 要 は な く 、 例 え ば メ ー タ や 計 器 類  
な ど の 計 測 機 器 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 ら れ る も の で  
は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 を 含 む も の で あ る 。
　 以 下 に 、 本 願 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 を 付 記 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
（ 付 記 ）
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 目 盛 を 指 す 長 手 部 と 、 指 針 軸 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、 前  
記 取 付 部 に 対 し て 前 記 長 手 部 と 反 対 側 に 延 び る 短 手 部 と 、 前 記 短 手 部 の 視 認 さ れ る 面 と 反  
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対 側 の 面 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 短 手 部 の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 錘 部 と 、  
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 指 針 で あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 指 針 に お い て 、 前 記 錘 部 に お け る 前 記 取 付  
部 と 反 対 側 の 端 部 の 厚 み が 、 前 記 取 付 部 側 の 端 部 の 厚 み よ り も 薄 く 形 成 さ れ て い る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 指 針 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 指 針 に お い て 、 前 記 短 手 部  
に は 前 記 指 針 の 錘 部 が 取 り 付 け ら れ る 面 よ り も 凹 ん だ 装 着 部 が 設 け ら れ て お り 、 当 該 装 着  
部 に 前 記 錘 部 が 取 り 付 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 指 針 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 指 針 に お い て 、 前 記  
錘 部 の 比 重 は 前 記 短 手 部 お よ び 前 記 長 手 部 の 比 重 よ り も 大 き い 、 と を 特 徴 と す る 指 針 で あ  
る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 指 針 に お い て 、 第 １  
の 指 針 が 第 ２ の 指 針 の 上 方 に 同 一 軸 上 で 重 な る 場 合 で 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 錘 部 の 厚 み  
方 向 の 長 さ を Ｙ 軸 に 示 し 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 前 記 短 手 部 の  
延 伸 方 向 に お け る 前 記 錘 部 の 長 さ を Ｘ 軸 に 示 し 、 前 記 第 １ の 指 針 と 前 記 第 ２ の 指 針 と の 上  
下 方 向 の 間 隔 を Ｋ と し 、 前 記 第 ２ の 指 針 の 前 記 同 一 軸 上 の 回 転 中 心 か ら の 前 記 短 手 部 の 長  
さ を Ｌ と し た 場 合 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 錘 部 は 、 そ の 厚 み と 長 さ と が
Ｙ ＝ （ － Ｋ ／ Ｌ ） ・ Ｘ ＋ Ｋ
の 式 と 前 記 Ｙ 軸 と 前 記 Ｘ 軸 と で 囲 わ れ る 領 域 内 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 指 針 で  
あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 指 針 に お い て 、 前 記 第 １ の 指 針 の 前 記 短 手  
部 に 設 け ら れ た 前 記 錘 部 と 前 記 第 ２ の 指 針 の 上 面 と の 間 に お け る 実 際 の 隙 間 を Ｓ １ と し 、  
理 論 上 の 最 小 限 の 隙 間 を Ｓ ２ と し 、 前 記 第 １ の 指 針 と 前 記 第 ２ の 指 針 と の 部 品 精 度 お よ び  
組 立 精 度 な ど の 公 差 を Ｒ と し た 場 合 、 前 記 実 際 の 隙 間 Ｓ １ は 、
　 　 　 Ｓ ２ － Ｒ ≦ Ｓ １ ≦ Ｓ ２ ＋ Ｒ
の 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 指 針 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 指 針 を 備 え て い  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 時 計 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 時 計 に お い て 、 前 記 指 針 の 上 方 に 配 置 さ れ  
て 前 記 指 針 が 視 認 可 能 な カ バ ー ガ ラ ス と 、 前 記 指 針 を 運 針 可 能 に 収 容 し て 前 記 カ バ ー ガ ラ  
ス が 取 り 付 け ら れ る ケ ー ス と 、 を 備 え 、 前 記 ケ ー ス は 、 斜 め 側 面 視 に お い て 前 記 錘 部 が 視  
認 し 難 い 高 さ に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 時 計 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ８ 】
　 １   腕 時 計 ケ ー ス
　 ５   時 計 ガ ラ ス
　 ６   時 計 モ ジ ュ ー ル
　 ７   文 字 板
　 ８   指 針 軸
　 ９ 、 １ ６ 、 １ ９ 、 ２ ７ 、 ２ ８   指 針
　 １ ０   時 針
　 １ １   分 針
　 １ ２   秒 針



10

20

30

40

50

JP 7487487 B2 2024.5.21(18)

　 １ ０ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ   長 手 部
　 １ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ 、 １ ６ ｂ 、 １ ９ ａ   取 付 部
　 １ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ 、 １ ６ ａ 、 １ ９ ｂ 、 ２ ７ ａ 、 ２ ８ ａ   短 手 部
　 １ ０ ｄ 、 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ   第 １ ～ 第 ３ 錘 部
　 １ ５ 、 １ ８ 、 ２ ０ 、 ２ ５ 、 ２ ６   錘 部
　 ２ ７ ｂ   装 着 凹 部
　 ２ ８ ｂ   装 着 孔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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